
わかりやすくて楽しいと
反論できない！

ナラティヴ・アプローチ

今、セラピーやケア、問題解決のために「物語化する」とい
う手法が使われているんだそうです。物語化されると、みん
なわかりやすくて楽しめる。何より楽しいから反論できない
強さがあるんだそう。　いいですね～！

問題解決というと、ロジックやフレームにあてはめないと分
析できない、解決できない、説明できない、みんなが納得し
ない、と思い込んでいる節がありませんか？
でもこの物語るアプローチはそんな呪縛を解いてくれそう。
「ナラティヴ」では「個別性、偶然性、意外性」がよしとさ
れる世界なんです。

こんなふうに自分の言葉でまるで見てきたかのように物語れ
たら、聞き手もその世界に引き込まれてしまいますね！
（絵：左下）

〈第4回〉【対話】「ナラティヴとコミュニケーション技術」
『ナラティヴとイノベーション　差異化と物語化をめぐって』

野口裕二氏（東京学芸大学　教授）
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※「ナラティヴ」と「ストーリーテリング」
は違うのだそう。ストーリーはすでにできあ
がったもの。それに対して、ナラティヴとは
「語られたもの＝“物語”」と「“語る”という
行為そのもの」。

（絵：右上）
「昨日ウチのおばあさんが川で洗濯してたらさ（個別性）」
「たまたま桃が流れてきたらしいんだよ（偶然性）」
「そしたらなんと中から子供が出てきてさ！（意外性）」


